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SEねっとフェスタ
～新しい景色を発見しよう！みんなのSEねっと～

『重い障がいや医療的ケアが必要な方々の
未来を支えるお仕事を体感しよう！』

をテーマに、福岡市中央区のあいあいセンターにて
9月10日（日）にイベントを開催いたしました。
訪問看護や子どもの支援機関、福祉の仕事などを
紹介するブースの他、福祉機器の体験、クイズや
ボッチャ体験、分身ロボット「OriHime」体験など
様々な企画を催し、医療・福祉関係の学生や当事者
家族など、様々な方に参加して頂きました。

SEねっととは？
日常的に医療的なケアが必要な重症心身障がい児者、
医療ケア児者の地域生活を支える事を目的とした
支援者のネットワークです。
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相談経路 令和５年４～９月 新規相談者数68名
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新規の相談経路では
本人や家族からの相談
が約半数を占めていま
す。昨年度の同時期と
比較すると、行政やい
きいきセンターからの
相談が増えてきていま
す。
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支援内容延べ回数 令和５年４月～９月
福祉サービスの利用等

障がいや症状の理解

健康・医療

不安の解消・情緒安定

保育・教育

家族関係・人間関係

家計・経済

生活技術

就労

社会参加・余暇活動

虐待（疑いを含む）への対応

成年後見制度の利用

その他の権利擁護

その他

最も多いのは福祉サー
ビスの利用等の支援
(54％)です。次いで健
康・医療に関する支援
(10％)となっており、
医療機関との連携機会
が増えています。



博多区第２障がい者基幹相談支援センター
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③豆知識コーナー
お知らせ

     2023ふくおか県 障がい児者美術展
第31回ふくおか県民文化祭2023

障がいのある方のさらなる制作意欲の向上
を促進し、県民に対して障がいのある方が
持っている多様な能力・才能に触れる機会を
提供することを目的に毎年開催されます。
入賞した作品は「第31回ふくおか県民文化

祭2023」で表彰され、入賞及び佳作作品の展
示や、審査員と受賞者によるギャラリートー
クも開催されます。

表彰式
日時：12月2日(土) 13:00～
会場：クローバープラザ(JR春日駅前)

シンボルマーク紹介

シンボルマーク紹介

シンボルマーク紹介

筆談マーク
筆談マークは全日本ろうあ連盟に

よって策定され、相互に紙に書くこと
によるコミュニケーションを表現して
います。対象者は筆談を必要とされる
方です。（ろう者等、音声言語障がい
者、知的障がい者、外国人なども含み
ます。）
マークを提示された際、当事者から

は「筆談で対応をお願いします」、窓
口では「筆談で対応します」という内
容になります。
全日本ろうあ連盟はろう者等も含め

自由にコミュニケーションのとれる社
会を目指しています。

※全日本ろうあ連盟HP参照

事業所紹介
就労移行支援事業所・就労継続支援B型「リンゴの唄」

三筑にある障がい福祉サービス事業所です。生産活動は厨房作業・施設外就労・軽
作業の3つがあります。
＜厨房作業＞は、ときめきショップ店頭やグリーンコープでのカタログ販売をしてい
る「博多ピクルス」製作のほか、カットキャベツや野菜の下処理の作業のほかに、昼
食やグループホームの夕食作成をしています。
＜施設外就労＞では、水産加工場でのエビの背わた取りの仕事のほか、倉庫内での梱
包やピッキングなどの仕事も行っています。
＜軽作業＞はPC入力や箱折り作業などを行っています。
そのほか、他事業所とe-スポーツ大会を開催したり、施設内のイベントも充実してお
り、利用者の皆さんが楽しめる催しが盛りだくさんです。
興味のあるかたは、いつでも見学にお越しください。

🍎事業所 情報🍎

社会福祉法人そよかぜの会
リンゴの唄

〒812-0887
福岡市博多区三筑2丁目9-3

電話(092)581-2100
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